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評 価 機 関 名

所 在 地

訪 問 調 査 日 平成 28 年 7 月 13 日

評価結果確定日

野中つつじ苑は平静な住宅街の一角に位置し、近辺には公園や文化セ
ンターがあり、天気の良い日は散歩に行っています。近所にコンビニ
もでき皆で買い物へも行っています。環境に恵まれた場所にありま
す。
当苑は開設から１２年目を迎えました。開設当時からの利用者もおら
れ、高齢化・ＡＤＬの低下が進む中、主治医と連携しながら適切な介
護と医療を受けられるように支援しています。
希望に応じて看取り支援もさせていただいております。

http://www.kaigokensaku.jp/

閑静な住宅地の中にある、３階建て施設である。１階は同法人小規模
多機能居宅介護事業所があり、２階、３階が事業所になっている。近
くに公園、文化センター等があり毎日散歩へ出かけ地域の人と挨拶を
かわし馴染みの関係を作っているとともに、利用者の意見を聴きなが
ら遠方へドライブ・買い物・外食など積極的に外出行事を実施してい
る。職員の意見を運営に反映させる取り組みや職員の資格取得に対す
る理解もあり働きやすい環境への配慮がある。同じ場所で生活をして
いるという気持ちで利用者、職員共に笑顔で過ごせている。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会

福岡県春日市原町３－１－７

グループホーム野中つつじ苑
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１．　　自 己 評 価 及 び 外 部 評 価 結 果
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福岡県　グループホーム野中つつじ苑（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成 28年8月5日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげてい
る

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事
業所自体が地域の一員として日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取
り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情や
ケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、協力関係を
築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

自治会に加入しており、地域の行事に参加し
ています。地域ケア会議に参加し、民生委員
さんを始め地域の方々と意見交換していま
す。

２か月に１回の運営推進会議を行い、利用者
のサービス利用状況や評価の取り組みなど報
告をしている。会議ででた防災に関する意見
や感染予防の助言などサービスの向上に役立
てている。

行政とは運営推進会議以外でも困難事例の相
談をしたり、事故報告書提出時には窓口へ直
接行き、相談報告を行い改善策の助言をもら
うなど協力関係を築き、サービスの質の向上
へ務めている。

4

小規模多機能と合同で開催しています。資料
を作成し、活動状況や苑の様子を報告してい
ます。そこで出された要望、提案、意見等を
スタッフに伝えてサービスに反映させていま
す。行事に参加させてもらったり、防災防犯
に役立てています。

5

主に事故報告書の提出時や運営推進会議時に
困難事例について相談し、助言を頂いていま
す。生活保護受給者等の身寄りのない方に関
しては、社協や生活支援課のケースワーカー
と連絡を取り合いながら支援しています。

3

項　　　　　　目

1

項目番号

【Ⅰ　理念に基づく運営】

事業所独自の理念があり、玄関、詰所に掲示
し朝礼時に復唱をしている。地域の行事へ参
加や散歩時に挨拶をするなど毎日の業務の中
で地域との関わりを持つようにしている。利
用者が日々、穏やかに安心して暮らせるよう
に、希望の実現ができるように取り組んでい
る。

外部評価

56

身体拘束に関する内部研修を行い、マニュア
ルも常に目に届くところに置き、「しないこ
とが基本」であると認識をしてケアに取り組
んでいる。フロアーの非常階段の出入り口は
センサーを付けているが、止めるのではなく
職員が一緒に降りて行動を見守る付き添いを
して外出するなど対応をしている。

4

事業所の研修で取り上げたり、マニュアルを
作成しいつでも読める状態にしています。対
応が難しい利用者さんに関しては、申し送り
時やカンファレンスで代替え策を話し合って
います。

1

2

―3

毎年校区の小学校の見学があり、その時にグ
ループホームの説明をしています。地域ケア
会議でも相談にのったり、知り得る知識を提
供しています。

全職員が見る様に詰め所に理念を掲示してい
ます。申し送りの時に皆で声を出して読んで
から業務に入っています。地域との触れ合い
を掲げており、散歩の時に近所の方々と会話
したり、行事に参加させて頂いています。

自治会に参加をして年２回の清掃活動や夏祭
りに参加をしている。事業所で餅つきを行っ
た時はご近所へお餅をおすそ分けしている。
夏祭りで知り合った地域の人が見学へくるこ
ともあり、近隣の保育園との交流や小学生の
職場体験など受け入れている。

2

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム野中つつじ苑（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成 28年8月5日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待関連法について学ぶ機会を持
ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度に
ついて学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約または改定等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図って
いる

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに外部
者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く
機会を設け、反映させている

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把
握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている

8

当苑２階では２名の法定後見人利用者様が入
居されているため,後見人等との連携を図る
ことができます。成年後見制度や日常生活自
立支援事業についてのパンフレットや本を用
意しており、入居時に家族に説明していま
す。

6

権利擁護に関する内部研修を行い職員は制度
について学ぶ機会がある、家族や利用者には
契約時に説明を行う。家族から相談があった
時は常設しているパンフレットを使い職員が
一緒に見て説明ができるようになっている。

10

玄関にご意見箱を設置して、自由に投稿でき
るようにしています。他にも面会時やお電話
等で出たご意見を記録に残し共有していま
す。カンファレンスで話し合って反映できる
ように努めています。

7

利用者が日常的に思いや希望を職員へ伝えら
れるような関係を作り、傾聴をしている。家
族等からも電話連絡時や来園時に意向の確認
を行い、記録を取り職員間で共有をしてカン
ファレンスへ反映させている。苦情に対する
窓口に関しても契約時に説明を行っている。

9

契約書の各項目について1つ1つ説明し不明な
点が無いか確認しながら進めています。署名
を頂く前にもう一度本人、家族が理解し納得
されているか確認しています。その後も疑問
がありましたらお答するように努めていま
す。

―

―

11

ユニット毎に毎月代表者と管理者を交えてカ
ンファレンスを行い、意見交換しています。
そして、そこで出た意見を業務に反映できる
ようにしています。今回は利用者様の重度化
に伴い備品の購入や、職員の増員がありまし
た。

8

自己評価については、少しずつ時間をとり職
員全員で取り組んでいた。月１回のカンファ
レンス時や日常の業務の中でも職員が意見を
言いやすく、用具の購入、蛇口の取っ手の交
換、手すりの位置の変更など職員の気づきや
アイディアを運営に取り入れている。職員の
状況にあった勤務シフトができており働きや
すい環境になっている

12

振り返りシートや自己評価表を使用して職員
の自己啓発を促し、それに見合って給与水準
を上げています。研修の中にも中に腰痛やス
トレス軽減に関する内容を盛り込み、職員が
健康に働けるよう努めています。

―7

事業所の研修において高齢者虐待防止法につ
いて学習し、全職員が修得しています。ま
た、外部研修にも参加し、それを伝達してい
ます。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム野中つつじ苑（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成 28年8月5日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっては
性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにしてい
る。

また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮して
い生き生きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が十分
に保障されるよう配慮している

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、利用者に対する人権を尊重する
ために、職員等に対する人権教育、啓発活動に取り組んでい
る

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を
把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作り、
ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めてい
る

募集に当たっては性別、年齢等の制限は設け
ていません。必ず面接を行い、本人の介護に
対する思いを採用基準にしています。また、
仕事内容についても差し支えない範囲で性
別、年齢で制限を設けず、個人の能力に見
合ったものにしています。

9

10

採用については、性別年齢等を理由に採用対
象から外すことなく介護に対する思いを聞く
ようにしている。家庭の事情や資格取得でき
るように個人に合った勤務調整を行い、資格
取得後は資格手当がつくなど安心して働ける
職場環境を目指している。

人権教育や啓発について、職員は内部研修に
参加をしている、パンフレットは休憩室に常
設しておりいつでも手にとり内容を確認でき
るようにしている。外部研修後は報告書を作
り資料の回覧や、話をする機会もあり、個人
的に職員から質問があった時は説明を行って
いる。

15

なるべく多くのスタッフが外部研修へ参加で
きるようにシフトをやり繰りしています。受
講資格を得たスタッフには順次認知症介護実
践者研修に参加してもらっています。定期的
に自己評価表を使って自己を振り返り目標を
定める様にしています。

―

14
市が発行する人権についてのパンフレットを
基に学習しています。

13

17

入居前に利用者様にお会いし、現在までの生
活や今後の課題、不安に思っておられる事を
お尋ねしています。また、できるだけ体験を
して頂き、安心入居して頂けるように努めて
います。

―

16

介護事業所交流会が開催する勉強会や交流会
に参加し、意見交換をしたり親睦を深めてい
ます。他にも同業者の施設を見学させて頂
き、紹介や転院時等の参考にしています。

―

18

施設見学や申し込みの時に、現在の状態、
困っている事、不安等を尋ねています。また
説明を丁寧に行う様に心がけています。入居
時もご家族の要望を聞いてサービスに反映で
きるようにしています。

―

【Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援】

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム野中つつじ苑（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成 28年8月5日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らしを
共にする者同士の関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人と家
族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係
が途切れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用
者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を
大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

19

入居時の面談で本人、家族の御意向をお尋ね
しています。双方で検討し、その方に見合っ
た支援方法を見つけています。時には他の
サービスについて説明や案内をし、利用され
る方もいらっしゃいます。

―

21
面会時や電話で日頃の様子を伝えています。
可能であれば外出や、受診の付き添い等をお
願いし協力して頂いています。

20
談話の時間を持ち、利用者様の昔話を聴いた
り、スタッフと作業を一緒に行うことでコ
ミュニケーションをとっています。

―

―

23

配席を工夫し利用者様同士が気兼ねなく過ご
せるように工夫しています。また、様々な性
格の方がいらっしゃるので、スタッフが間を
取り持つようにしています。行事やレクレー
ションで利用者様同士の連帯が生まれる様に
支援しています。

―

22

本人が希望し家族が了承されれば、思い出の
場所や以前住んでいた場所へ同行していま
す。知人や親戚が面会に見える時があり、再
度訪問し易い雰囲気になるように努めていま
す。

11

以前、お寺のお手伝いをしていた利用者が入
所後も続けられるように支援をするなど地域
住民との関係が継続できるように馴染みの人
や場所については把握をして家族の意向も確
認しながら外出や面会の支援を行っている。
知人の訪問時にはお茶お菓子を用意してゆっ
くり過ごしてもらうようにしている。

24
サービスが終了した後も、依頼があれば相談
や支援に応じています。また、年賀状や手紙
等で近況報告をしています。

―

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム野中つつじ苑（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成 28年8月5日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めて
いる。困難な場合は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これ
までのサービス利用の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現
状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

　本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見
やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作成してい
る

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録
に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの
多機能化に取り組んでいる

25

日常の何気ない会話や態度で本人の思いを把
握できるように努めています。意思疎通が困
難な方については生活歴や家族の情報をもと
に把握に努めています。そして、その情報を
スタッフ間で話し合っています。

12

　日々の利用者との関わりの中で、利用者の
思いや意向を尋ねたり、表情やしぐさで察す
るようにしている。また、家族の要望を聞
き、利用者の満足につなげている。

28

利用者様や家族と相談して、できる限り現在
の利用者様にとって必要な支援が行えるよう
な介護計画の作成に努めています。また、カ
ンファレンスで出たスタッフの意見も反映す
るようにしています。

27

毎日の支援の中でADL、心身の状態を把握
し、アセスメントシートや日課計画表を用い
て整理しています。また、生活記録や申し送
り等からも情報を得ています。

―

13

利用者の意見を反映しながら本人本位の計画
を立てている。職員で介護計画の見直しを話
し合う際には、議題にはない利用者の計画に
ついて見直しの提案も行われる。計画につい
ては、担当職員だけでなく他の職員も家族へ
説明できるようにしている。

―

29
日々の生活を日誌やケース記録に残していま
す。申し送りを２階、３階合同で行い、情報
を共有できるようにしています。

―

30

医療保険を利用して重度認知症患者デイケア
を利用している方がいらっしゃいます。其処
のスタッフの方々と情報を共有して、本人が
安心して生活できるようにサポートしていま
す。

―

【Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント】

26

入居時にフェイスシートを活用して、ご本人
やご家族に今までの生活をお尋ねしていま
す。入居後も日々の生活の中で情報を収集す
るようにしています。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム野中つつじ苑（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成 28年8月5日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人
が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと
ができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られ
たかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、
職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から
本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けてい
る

―

現在常勤スタッフで看護師１名.准看護師３
名、非常勤スタッフで看護師3名、准看護師1
名配置しています。看護職も介護職と同じ業
務を遂行し、介護職員と関係を築いていま
す。双方で利用者様の変化や気付きを報告し
あい相談しています。

―

事業所のかかりつけ医が２週間に１度、往診
してる。以前からのかかりつけ医への通院を
されている利用者には職員が同行し、家族の
同席が必要な際はお願いしている。受診結果
はすぐに家族へ伝えるようにしている。

36 ―

15

33

重度化や終末期について、利用開始時や随時
説明を行い、利用者や家族の意見を大切に関
係者の意見を聞きながら、話し合って支援を
行っている。終末期の利用者がいる際は、職
員全体で話し合い、誰でも対応できるように
している。

マニュアルを休憩室に置きいつでも読めるよ
うにしています。今年はグループホーム部会
主催の「上級救命講習」に2名参加し、苑で
伝達講習を行いました。

35

入所時に事前指定書をお渡しし、記入をお願
いしています。しかし、内容の変更はいつで
も可能です。その時、その時に話し合いを
行って確認するようにしています。

32

協力医が２週に１回往診にみえます。しか
し、必要時があれば受診し異常の早期発見に
努め、適切な治療を受けられるように努めて
います。本人や家族の希望があれば協力医以
外が主治医となることも可能です。その際も
スタッフが関わるようにし、医師と関係が築
けるように努めています。

34

入院時は情報提供書を作成し渡しています。
入院時はスタッフが付き添い、アナムネに立
ち会っています。こまめに面会し病院職員と
話すようにしています。病院主催の勉強会に
はできるだけ出席したり、ソーシャルワー
カーと連絡を取り合い交流を深めるようにし
ています。

14

31

散歩時の挨拶や地域行事に参加して近所の
方々と交流を深めています。毎年敬老会に招
待して頂き、とても喜ばれます。近所のコン
ビニでは店員さんと顔馴染みになり、よく声
をかけて頂いています。

―

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム野中つつじ苑（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成 28年8月5日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねな
い言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定で
きるように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとり
のペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希
望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し
ている

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を
活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

39

日々の会話の中で利用者様の思いや希望を引
き出すようにしています。また、行動を起こ
す際には本人主導となるように意思確認を
行っています。着替え、外食、買い物等は本
人の希望を聞きながら進め、迷った時はアド
バイスをしています。

―

38

事業所の研修でプライバシーについて学習し
ました。呼びかけはきちんと名前を呼ぶよう
に気をつけています。また、事前に本人が触
れて欲しくない事をスタッフが把握するよう
にしています。それで、プライバシーに関わ
ること、言われて嫌な事を言わないように気
を付けています。

17

何気ない話題で、他の利用者を悲しませるこ
とがないように、会話の内容を偏らせないよ
うにして皆で楽しめる話題を提供している。
トイレ等の誘導の際には、他の利用者に聞こ
えないように声掛けをして配慮している。

41

髪は訪問美容が主ですが、美容室へ行くこと
もあります。髪型は、できるだけ本人と美容
師さんとで決めて頂いています。服装は本人
の好みで選んで頂いていますが、季節感のな
い服装等にはアドバイスをしています。

40

フロア、居室を自由に行き来し過ごしたい場
所でくつろげるように見守っています。外食
や外出、休息、レクレーション等本人のその
時の意志を尊重して支援しています。

―

42

―

職員は利用者と同じテーブルで同じ食事を
とっている。食後の片づけを利用者と一緒に
行っている。食が進まない利用者には味付け
を変えたり、彩や形を変えて提供するなどの
工夫をしている。目の前でお好み焼きを作っ
たり手巻き寿司にしたりする等楽しみながら
食事ができるようにしている。

献立と調理は一括して厨房が作る為、日々の
食事に利用者様が携わる機会がありません。
お盆拭きやテーブルの片づけ等をお願いして
います。その代わり非定期ですがレクレー
ションの一環としておやつ作りや、食事作り
をしています。

18

【Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援】

37

半年に1回小規模多機能と合同で、日中又は
夜間を想定した避難誘導訓練を行っていま
す。またマニュアルを作成しいつでも読める
ようにしています。運営推進会議で防災につ
いて話し合うこともあり、近隣の方にも協力
をお願いしています。

非常の際には、素早い対応と状況の把握が求
められます。非常用食料等は１か所にまとめ
て保管することを期待します。

16

年２回訓練を行っており、うち１回は夜間想
定で行っている。訓練の際は、隣の住民が利
用者を誘導するなど参加がある。非常用の水
は３階に、食料は１階に、備品は各ユニット
内に保管している。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム野中つつじ苑（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成 28年8月5日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保でき
るよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとり
の口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排
泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立にむけた支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動へ
の働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめる
ように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々にそった入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息し
たり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

45

紙パンツやオムツ使用に関わらず時間を決め
てトイレ誘導を行い、トイレで排泄するよう
に努めています。ただし画一的にならないよ
う意思表示できる人は意思に応じて、できな
い人は排泄チェック表を用いて個人の状態を
把握し適宜トイレ誘導しています。最近は、
布パンツとパットの利用者様が増えていま
す。

毎朝おやつの時間にバナナミルクを提供して
います。水分量をチェックし、少ない方には
勧めています。また繊維の多い食事を提供し
ています。歩ける方は廊下歩行や散歩で運動
を働きかけています。

―

20

46

47

週３回を基本としているが、要望によって他
の曜日に入浴することができる。入浴剤やゆ
ず湯で入浴を楽しめるようにしている。入浴
を拒否される利用者には、時間や職員を変え
て声掛けして促している。

利用者様によって違いますが、週に3回入浴
を計画しています。入浴日は決まっています
が、絶対ではなく、その日の体調や気分に合
わせて日にちや時間をずらしています。ス
タッフと１対1で時間をかけてゆっくりと
入って頂けるように支援しています。

19

43

毎日食事と水分量のチェックを行っていま
す。食事形態はその方のADLに合わせて普
通、刻み、ミキサーと分け、そこから更に個
人に合わせた形態にして提供しています。食
事時間もなるべく個人に合わせています。水
分をなかな摂られない方が多いので、好みの
物を用意したり氷等を用意して摂取量が増え
るように工夫しています。

尿意のない利用者へは、排泄チェック表の周
期に基づいて、時間を見計らって誘導してい
る。また、利用者の表情やしぐさで察するこ
ともあり、トイレに行く声掛けをしている。
入所時におむつをしていた利用者が日中布パ
ンツに改善した。

―

―44

毎食後口腔ケアの声掛けや介助をしていま
す。月、水、金の週3回義歯洗浄を行ってい
ます。毎週水曜日歯科の往診があり希望者は
口腔ケアを受けることができます。また、職
員は先生や衛生士さんからアドバイスを受け
ています。

48

昼夜逆転にならないように日中の活動を工夫
しています。夜間の不安に対し入眠まで一緒
に過ごしたり、テレビや照明を休むまでつけ
ている方もいて、スタッフが消灯するように
しています。

―

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム野中つつじ苑（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成 28年8月5日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量
について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとり
の生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられる
よう支援に努めている。また、普段は行けないような場所で
も、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、
一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取
りができるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

49

利用者様のお薬の一覧表を作成し、どのよう
なお薬を使用されているか一目でわかるよう
にしています。またお薬の情報提供書をファ
イルに挟んで、直ぐに確認できるようにして
います。新しくお薬が出た場合には申し送
り、看護スタッフが説明しています。

―

天気の良い日は散歩に出かけ、地域住民と話
をしたりして楽しんでいる。月２回ドライブ
へ出かけている。行く場所は利用者とテレビ
を見ながら決めたり、水族館など利用者が
行ったことがないようなところを選んだりし
ている。ドライブとは別に月１回程度買い物
にも出かけている。

51

50

一人一人の状態や性格を考慮して、個別に対
応するようにしています。裁縫、食事の片付
け、洗濯物たたみをお願いしたり、外出、外
食、買い物等の支援をしています。

―

54

季節感のある飾り物を一緒に作り、共有ス
ペースに飾っています。エアコンや空気清浄
機、加湿器を設置して快適に過ごせるように
気を付けています。

22

利用者の作品や似顔絵を飾っている。月１回
飾りを替えて、季節を感じるように工夫して
いる。楽しくゆっくりと過ごせるような雰囲
気になっている。

52

お買い物の際にはスタッフが付き添って、各
自の財布から支払って頂いています。苑で預
かっている方が殆どですが、中には完全に自
分で管理されている方もいらっしゃいます。

53

利用者様が希望される場合は、電話をかける
援助をしています。かかってきた場合も取り
次いでいます。毎年年賀状をご家族にだして
いますが、書ける方に文面や宛先を書いて頂
いています。

―

21

―

本人の希望やこちらから働きかけて、散歩や
ドライブ、買い物の支援をしています。毎月
１回は、全員で普段行かれないような所へ出
かけています。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム野中つつじ苑（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成 28年8月5日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士
で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地
よく過ごせるような工夫をしている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能やわかる力を活かして、
安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫してい
る

―

居室のレイアウトは本人や家族にお任せして
います。必要であればスタッフがアドバスし
ています。危険物でなければ特に制限はして
いません。また、御本人が今まで利用されて
いた家具や道具を引き続き利用されることは
可能です。

利用者になじみのある家具、家族や若い頃の
写真、仏壇等が持ち込まれ、落ち着ける空間
となっている。居室はすべて畳張りになって
おり、歩く際の衝撃を和らげるだけでなく、
自室の雰囲気を演出している。

57

利用者様の身体の状態に合わせて居室内の
ベッドや家具の配置を変えたり、手すりを付
けています。居室やトイレには目印を付けて
分り易いようにしています。

56

55 ―

23

利用者様の個々の性格や相性を考えて席を決
めていますが、食事時以外はどの席でも移動
は可能にしています。ソファーも置いてい
て、好きな場所へ移動できるようにしていま
す。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム野中つつじ苑（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成 28年8月5日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

　①ほぼ全ての利用者の

○ 　②利用者の２／３くらいの

　③利用者の１／３くらいの

　④ほとんど掴んでいない

○ 　①毎日ある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんど掴んでいない

項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：25,26,27）

項目番号

―

59
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：20,40）

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：40）

―

―

61
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

―

―

63
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：32,33）

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮
らせている。
（参考項目：30）

―

―

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム野中つつじ苑（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成 28年8月5日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）
項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

項目番号

　①ほぼ全ての家族と

○ 　②家族の２／３くらいと

　③家族の１／３くらいと

　④ほとんどできていない

　①ほぼ毎日のようにある

　②数日に１回程度ある

○ 　③たまにある

　④ほとんどない

　①大いに増えている

○ 　②少しずつ増えている

　③あまり増えていない

　④全くいない

○ 　①ほぼ全ての職員が

　②職員の２／３くらいが

　③職員の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての家族等が

○ 　②家族等の２／３くらいが

　③家族等の１／３くらいが

　④ほとんどいない

65
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴い
ており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,21）

66
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：2,22）

―

―

67
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや
深まりがあり、事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

68
職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

―

―

69 職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

70
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う。

―

―

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム野中つつじ苑（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成 28年8月5日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげてい
る

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事
業所自体が地域の一員として日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取
り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情や
ケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、協力関係を
築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

2

―3
地域の救命救急講座に参加したり、小学生が
見学に来てグループホームとはどの様なとこ
ろかなど説明し交流を図っている

5

2

運営推進会議に地域の方々にも参加していた
だいている。地域の催し物に積極的に参加し
交流を深めている
昨年より地域のケア会議に参加し地域の関係
者や同業者と地域の高齢者について話し合っ
ている

1

6

4

地域密着型サービスの意義をふまえた事業理
念を職員が共有し意識づけ、日々の介護に努
めている

4

大園つつじ苑と共同で２か月に１度開催し、
市役所・地域包括・民生委員・区長・利用
者・管理者などで構成し、取り組み状況の報
告を行っている。地域の行事や介護保険など
の情報提供を頂き、全職員に内容を報告し
サービスの向上に努めています。最近は地域
の方が参加されるようになりました

3

研修などに参加して、各自何が身体拘束にあ
たるのか知識を高め実践の中で注意喚起し
合っている

5
運営推進会議を通じてケアサービスの報告し
アドバイス等をいただいている。困難な事例
の際は相談に行き協力を得るようにしている

項　　　　　　目

1

項目番号

【Ⅰ　理念に基づく運営】

外部評価

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム野中つつじ苑（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成 28年8月5日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待関連法について学ぶ機会を持
ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度に
ついて学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約または改定等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図って
いる

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに外部
者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く
機会を設け、反映させている

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把
握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている

7
管理者や職員が虐待防止についての勉強会に
参加しカンファレンス時に報告として伝達し
全体が共有している

12

労働時間やシフトの変更・年休の使用など柔
軟な対応を行い負担にならないよう配慮して
いる
実績や勤務状況により正職員への転換も行っ
ている

―

10

本人や家族の意見・要望を尊重し受け入れ、
日々のケアの中で聞きながらスタッフ間で共
有し取り組んでいる。家族にも本人の様子を
伝え現状を共有し安心して過ごしていただけ
る様配慮している

7

11

月に１回、本部にて会議、報告会を行い提
案、意見を聞く機会を設けている。また一般
の職員には、苑長を交えたカンファレンスを
行う際に、自由に質問、要望を言える機会を
行っている。

8

6

9

契約の際は管理者が時間をかけ説明を行い、
家族の不安や疑問を尋ね納得していただける
ように心掛けている。介護報酬改正があった
際は文書にて説明し納得していただけるよう
にしている

―

8

制度を活用されている利用者もおられ、成年
後見制度について理解し今後も必要に応じて
支援出来るよう努めている。今回、家族より
相談があり、成年後見制度の情報を提供する
することが出来た

―

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム野中つつじ苑（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成 28年8月5日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっては
性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにしてい
る。

また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮して
い生き生きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が十分
に保障されるよう配慮している

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、利用者に対する人権を尊重する
ために、職員等に対する人権教育、啓発活動に取り組んでい
る

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を
把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作り、
ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めてい
る

【Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援】

17

入居前に家族と一緒に見学して頂いている。
本人や家族の思いを尊重し安心して暮らせる
よう情報収集を行う。
入苑後はスタッフ間で情報を共有し不安軽減
に努めている

―

18

利用開始前に家族と面会又、施設や病院など
に訪問し困っていることや不安なことなど聞
く機会を作り、いつでも気軽に相談できる関
係作りに努めている

―

15

全体研修やグループホーム部会・認知症実践
者研修などの研修案内が来た際は掲示し、い
つでも見られるようにしている。希望する研
修があれば参加できるようにしている

―

16

市の介護事業者サービス協議会が開催するグ
ループホーム部会に参加し、各ホームの情報
など研修会等を通じて他施設の職員と話す機
会を持ち意見交換を行うようにし交流に努め
ています
昨年より地域のケア会議に参加し、同業者と
地域の高齢者について話し合っている

―

14

人権については市役所などで資料を収集し、
スタッフがいつでも読めるところに置いてい
ます。また、機会があれば内部研修に勉強す
る時間を作りたいと考えている。外部研修に
参加した場合カンファレンスで発表している

13

採用にあたっては、男女・年齢の区別なく本
人の思いを重視し、やる気があれば採用して
いる。
常勤非常勤に関わらず研修に参加する機会を
設けたり、資格取得の支援を行っています

9

10

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム野中つつじ苑（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成 28年8月5日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らしを
共にする者同士の関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人と家
族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係
が途切れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用
者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を
大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

24
病院や他事業所に移った後でも家族からの相
談や問い合わせには誠意をもって対応してい
ます

―

22

なじみの方々や遠方からの面会は居室でゆっ
くりしていただけるよう工夫している
馴染みの場所には外出時に立ち寄るよう心掛
けている

11

23

利用者の方々がトラブルにならないようにス
タッフ間で話し合いを行い、調整役となり気
の合う利用者が話しやすいよう席替えなど工
夫して支援している

―

21

家族への状況報告を行い、利用者の要望など
家族と共に考え、利用者を支えていく関係作
りに努めています。来苑時には一緒にゆっく
りと過ごせる環境を準備したり、家族との外
出の際には安心して行けるよう本人の状態を
伝えている

20

利用者と共に過ごす時間を大切にしながら人
生の先輩として生活の知恵など教わり、洗濯
物たたみや土筆のはかま取りなど出来ること
を行なって頂いている

―

―

19

入苑前の関わりのある病院・施設・その他の
機関からの情報収集、並びに家族や本人の要
望を尊重し信頼関係を築き適切な対応が出来
るよう努めている

―
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福岡県　グループホーム野中つつじ苑（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成 28年8月5日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めて
いる。困難な場合は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これ
までのサービス利用の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現
状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

　本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見
やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作成してい
る

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録
に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの
多機能化に取り組んでいる

家族との情報交換を行い、入苑前の生活状
況・状態などの情報を得るようにしていま
す。フェイスシートを作成し、既往歴や現症
など把握し初期の段階から本人理解に努めて
います

25

利用者との日々の会話や家族から本人の希
望・思いに沿った支援を行い、カンファレン
スなどで職員全員が情報を共有し本人本位の
検討に努めています

12

―

29
日々の生活状況を記したケース記録、ケアプ
ラン実践の為の介護支援実施確認表を使用し
スタッフ全員が把握しやすいようにしている

―

30

本人や家族の状況・要望に応じて病院の送
迎・買い物など柔軟な支援を行っている。病
気やアクシデントに対しても速やかに対応し
ている

28

ケアプランは利用者・家族に思いを尋ね取り
入れるようにしている。状態が変化した場合
も家族と話し合い現状に即したプランを作成
するようにしている

27

利用者一人ひとりの生活習慣や生活リズム・
疾患など把握し、本人の出来ること・出来な
いことなど毎月のカンファレンスにて出来る
ことに視点を置き検討し支援している。その
時の状態を見直しながらスタッフ間で話し合
いを行っている

―

13

―

【Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント】

26
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福岡県　グループホーム野中つつじ苑（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成 28年8月5日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人
が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと
ができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られ
たかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、
職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から
本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けてい
る

31

地域行事に積極的に参加又、近くのコンビニ
へ買い物に行き挨拶し交流に努めている。
ボランティアに来苑してもらい利用者との交
流を楽しんで頂いている

―

32

本人や家族の希望があれば、入所以前の主治
医を継続して受けれるように支援している。
状態の変化や緊急時における対応について
は、かかりつけ医に連絡・相談・支持を仰ぎ
その後の対応に努めている

34

入院時は、情報提供や病院へ面会に行き本人
や家族が不安を抱くことが無いようにしてい
ます。また、病院関係者と情報交換など行い
退院後の生活がスムーズに再開出来るように
工夫しています

14

33

３階にも看護師が配置され、利用者の状態変
化や気づきは看護師に相談、不在時は２階の
看護師や協力医の看護師に随時相談し適切な
看護・受診を受けられるようにしている

緊急時のマニュアルを休憩室に置きいつでも
確認出来るようにしている
苑での訓練は行なっていないが消防署主催の
救命救急の講習を受けるようにしている

35

『事前指定書』『終末期の意向確認書』にて
家族の意向を確認し、本人・家族が満足でき
るような看取りを支援できる体制を作ってい
る
家族が居られない方は、市役所の方と相談し
適切な支援ができるよう取り組んでいる

36 ―

15

―

―
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福岡県　グループホーム野中つつじ苑（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成 28年8月5日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねな
い言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定で
きるように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとり
のペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希
望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し
ている

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を
活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

【Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援】

37

火災訓練は年度中２回実施し、昼夜の設定に
て利用者が非難出来る方法を全職員が身につ
けると共に、地域の方の協力をお願いしてい
ます
利用者の方にも無理強いせず、避難出来る方
には行っていただいています

16

―

配食以外に定期的な外食と苑でのソーメン流
し・お好み焼きなどの手作りに関わり、楽し
んでもらっている。又、お盆拭き・テーブル
拭きを手伝っていただいている

18

41

季節に応じたおしゃれが出来るよう家族に衣
類を依頼している
入浴時の衣類は自ら出来る方には選んでいた
だいている
２か月に１回訪問美容を受け身だしなみを整
えるように支援しています

40

本人の意思やペースを大切にし１日の生活が
スタッフ主体にならないよう毎日よりあいを
実施し皆さんの希望を引き出す声掛けを行っ
ている

―

42

38
１人１人の人格を尊重し、本人の尊厳を守
り、誇りやプライバシーを損ねない言葉かけ
や対応を心掛けている

17

39

何をするにも声掛けを実施し、意向の確認を
行っている。自力で希望や意向が伝えにくい
方に対して、伝わる言葉を選んだり、答えを
待ったり自己決定できるような声掛けを行っ
ているが、まだまだ不十分なところがある

―
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福岡県　グループホーム野中つつじ苑（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成 28年8月5日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保でき
るよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとり
の口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排
泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立にむけた支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動へ
の働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめる
ように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々にそった入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息し
たり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

―

―44
食後、本人に合わせた口腔ケア・介助を行っ
ている。週1の訪問歯科、週2のポリデントを
行い清潔保持に努めている

48

利用者１人１人の生活習慣に合わせ、日中の
生活リズムを作り、散歩や日光浴を取り入れ
ることで、安眠を促せるように工夫してい
る。入床時間を決めずに対応している

43

栄養不足や水分不足が起きないように、
チェックシートに食事摂取や水分補給量を記
載するようにしている
摂取量の少ない方は、摂取できるよう声掛
け・介助す。又、配合腸用液で補給、好きな
パンなどで補食している

週３回を基本に実施しているが利用者の体
調・希望に沿うように柔軟に対応していま
す。体調不良で入浴できない場合は清拭に手
対応しています
入浴剤やゆずなど利用し季節を味わっていた
だく時もあります

1945

排泄チェック表を使用し、排泄パターンを把
握、利用者の状態に合わせた介助を行ってい
る
利用者の能力に応じて、見守り・介助を行っ
ている

毎日、バナナジュースや本人持ちのヨーグル
トを飲んでいただき水分を多く摂取していた
だいている
個々に応じ廊下歩行などの運動を行って便秘
の予防に取り組んでいます

―

20

46

47

―
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福岡県　グループホーム野中つつじ苑（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成 28年8月5日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量
について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとり
の生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられる
よう支援に努めている。また、普段は行けないような場所で
も、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、
一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取
りができるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

―

54

共用空間には季節の花を飾り、壁紙には季節
の物を取り入れ季節を感じていただいている
加湿器・エアコン・プラズマクラスターなど
歩行の妨げにならないように設置している
新聞や雑誌・花など置き、自由に読んだり鑑
賞して過ごしていただいている

22

53

本人の希望に沿って好きな時に電話が出来る
環境にあり、掛けれない方はスタッフにて番
号を押し受話器を渡すようにしている
毎年、年賀状を出される方には共に購入や代
わりに投函したりして支援している

52

全員ではないが買い物時に支払いが出来る方
には支払い時に財布を渡し自分で行っていた
だいている
出納長への記入・管理は苑にて行っている

51

―

21

天気のいい日は散歩へ行くようにしてる。利
用者のレベルに応じ場所・距離を決めていま
す
季節ごとに花見や外食に出かけている
家族の協力を得て、外出・外食される方もい
ます

50

本人のレベルに応じて役割を持ってもらって
いる。スタッフと共に洗濯物たたみ・テーブ
ル拭き・お盆拭きなど行ってもらっている
ハーモニカや新聞・雑誌読みなど個々で楽し
んでいる方もいらっしゃいます

―

49

薬剤情報を個別にファイルに閉じ、内容がわ
かるようにしている
薬表を作成しひと目で利用者が服用している
薬の名前がわかるようにしている。追加薬に
関しては申し送りノートを活用し服薬忘れの
無いようにしている

―
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福岡県　グループホーム野中つつじ苑（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成 28年8月5日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士
で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地
よく過ごせるような工夫をしている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能やわかる力を活かして、
安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫してい
る

57

苑内はバリアフリーになっていて、廊下・ト
イレ・浴室など手すりを設置している。
といれや居室など目印を付け自分で行き来で
きるように工夫している

56

55 ―

23

共用空間にはソファーを設置し、自由に座り
談笑したりテレビ視聴などしてゆっくりと過
ごせるようにしている。ストレスやトラブル
の原因とならないよう配慮している

―

使い慣れた物を持ってきていただき自宅で過
ごしていた時と同じように快適に暮らせるよ
うに工夫している

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



福岡県　グループホーム野中つつじ苑（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成 28年8月5日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

○ 　①ほぼ全ての利用者の

　②利用者の２／３くらいの

　③利用者の１／３くらいの

　④ほとんど掴んでいない

○ 　①毎日ある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんど掴んでいない

63
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：32,33）

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮
らせている。
（参考項目：30）

―

―

61
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

―

―

59
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：20,40）

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：40）

―

―

項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：25,26,27）

項目番号

―
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福岡県　グループホーム野中つつじ苑（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成 28年8月5日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）
項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

項目番号

○ 　①ほぼ全ての家族と

　②家族の２／３くらいと

　③家族の１／３くらいと

　④ほとんどできていない

　①ほぼ毎日のようにある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

○ 　④ほとんどない

　①大いに増えている

○ 　②少しずつ増えている

　③あまり増えていない

　④全くいない

○ 　①ほぼ全ての職員が

　②職員の２／３くらいが

　③職員の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての家族等が

　②家族等の２／３くらいが

　③家族等の１／３くらいが

　④ほとんどいない

69 職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

70
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う。

―

―

67
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや
深まりがあり、事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

68
職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

―

―

65
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴い
ており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,21）

66
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：2,22）

―

―
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